
おめでとうございます

日時 令和7年9月13日（土）

 開場 午前10時

 開始 午前10時30分-12時まで

会場 東園田町総合会館 3階ホール

主催 尼崎市認可地縁団体 東園田町会

来年も元気に お会いしましょう。

楽しみに、待っております。

花の名 アマランサス（Amaranthus）
語源 ギリシャ語で“しぼまない”という意味

花言葉  不老不死 粘り強い精神

 皆さまのように美しい花が長い間色褪せることなく

元気な姿で咲き続けることから、東園田町の敬老の

 イメ－ジの花としています。

東園田町会・敬老会のシンボルの“花”



米寿の方の１０歳（自己認識が生まれる）の頃、

昭和22年・1947年 の出来事（今の時代を創った年）

  4月 第1回 統一地方選

５月 日本国憲法 執行

  7月 ロズウェル事件（UFOブームのきっかけとなった気球墜落事件）

10月 現在のＥＵの始まりの欧州経済協力委員会 (CEEC)設立

11月 エリザベス女王がフィリップ王子と結婚

米寿の同期生/昭和12年・1937年生まれ

□加山 雄三 □伊藤 四郎 □東海林さだお □森 喜朗

□コシノヒロコ □塩野 七生 □ジェーンフォンダ □桐島 洋子

□雪村いずみ □松山 容子 □八代 英太 □山本 学

☆美空 ひばり ☆橋本龍太郎 ☆笑福亭仁鶴 ☆山口 洋子
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○はリクエスト番号 ♪歌い出し

①【13】 小さい秋見つけた ♪だれかさんが だれかさんが…

②【21】 春の小川 ♪春の小川は さらさら行くよ…

③【24】 学生時代 ♪つたのからまるチャペルで…

④【25】 いつでも夢を ♪星よりひそかに 雨よりやさしく…

⑤【26】 上を向いて歩こう ♪上を向いて歩こう 涙がこぼれ…

⑥【27】 川の流れのように ♪知らず知らず歩いて来た…

⑦【29】 四季の歌 ♪春を愛する人は 心清き人…

⑧【34】 若者たち ♪君の行く道は 果てしなく遠い…

⑨【49】 青い山脈 ♪若くあかるい歌声に雪崩は消える

⑩【50】 知床旅情 ♪知床の岬に はまなすの咲くころ

⑪【52】 リンゴの歌 ♪赤いリンゴに くちびる寄せて…

⑫【53】 幸せなら手をたたこう ♪幸せなら手をたたこう幸せなら…

⑬ 六甲おろし ♪六甲おろしに颯爽と蒼天翔ける…

⑭ 高原列車は行く ♪汽車の窓からハンケチ振れば…

みんなで歌おう

リクエスト

NPO法人

ええうた工房

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭
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小さい秋 見つけた

作詞:サトウハチロー
作曲:中田喜直

①

①

②

②

春の小川

作詞:高野辰之
作曲：岡野貞一

春の小川は さらさら行くよ

岸のすみれや れんげの花に

すがたやさしく 色うつくしく

咲けよ咲けよと

ささやきながら

春の小川は さらさら行くよ

エビやメダカや 小鮒の群れに

今日も一日 ひなたでおよぎ

遊べ遊べと

ささやきながら
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上を向いて歩こう

坂本 九

⑤⑥

川の流れのように
美空ひばり

昭和12年生まれ(88歳）

知らず 知らず 歩いてきた

細く 長い この道

振り返れば はるか遠く

故郷が見える

でこぼこ道や曲がりくねった道

地図さえない それもまた人生

ああ川の流れのように

穏やかに

この身をまかせていたい

ああ川の流れのように

移り行く季節

雪どけを待ちながら

ああ川の流れのように

穏やかに

この身をまかせていたい

ああ川の流れのように

いつまでも

青いせせらぎを

聞きながら

7

ふるさと

⑤

⑥

8

学生時代
ペギー葉山

③④

いつでも夢を
橋 幸夫
吉永小百合

③

④

つたのからまるチャペルで

祈りを捧げた日

夢多かりしあのころの

 思い出をたどれば

なつかしい友の顔が

 ひとりひとり浮かぶ

重いカバンを抱えて

 通ったあの道

秋の日の図書館の

 ノートとインクのにおい

枯葉の散る窓辺 学生時代

ローソクの灯りに輝く

 十字架をみつめて

白い指をくみながら

 うつむいてた友

その美しい横顔

 姉のように慕い

いつまでも変わらずにと

 願ったしあわせ

テニスコート キャンプファイヤー

なつかしい日々は帰らず

すばらしいあの頃の学生時代
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四季の歌

芹 洋子

⑦⑧

若者たち

ザ ブロード サイド フォー

春を愛する人は 心清き人

すみれの花のような

ぼくの友だち

夏を愛する人は 心強き人

岩をくだく波のような

ぼくの父親

秋を愛する人は 心深き人

愛を語るハイネのような

ぼくの恋人

冬を愛する人は 心広き人

根雪をとかす大地のような

ぼくの母親

⑦

⑧

君の行く道は果てしなく遠い

だのになぜ 歯をくいしばり

きみは行くのか

そんなにしてまで

君の行く道は 希望へと続く

空にまた 陽がのぼるとき

若者はまた

歩きはじめる

空にまた 陽がのぼるとき

若者はまた

歩きはじめる
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青い山脈
藤山一郎

⑨⑩

知床旅情
森繁久弥
加藤登紀子

知床の岬に

 はまなすの咲くころ

思い出しておくれ

  俺たちのことを

飲んで騒いで

丘にのぼれば

遥か国後に白夜は明ける

別れの日は来た

ラウスの村にも

君は出て行く

峠を越えて

忘れちゃいやだよ

気まぐれカラスさん

私を泣かすな 白いかもめよ

⑨

⑩

若くあかるい歌声に

雪崩は消える 花も咲く

青い山脈 雪割桜

空のはて 今日もわれらの

夢を呼ぶ

父も夢見た母も見た

旅路のはての そのはての

青い山脈 みどりの谷へ

旅をゆく 若いわれらに

鐘が鳴る



⑪

⑫

リンゴの歌
並木路子

⑪⑫

幸せなら手をたたこう

坂本 九

赤いリンゴに

くちびる寄せて

だまって見ている 青い空

リンゴは何にも

言わないけれど

リンゴの気持ちは よくわかる

リンゴ可愛いや

可愛いやリンゴ

あの娘よい子だ

気立てのよい娘

リンゴによく似た 可愛いい娘

どなたがいったか

うれしいうわさ

軽いクシャミも トンデ出る

リンゴ可愛いや

可愛いやリンゴ

幸せなら手をたたこう

幸せなら手をたたこう

幸せなら態度で

しめそうよ

ほら

みんなで手をたたこう

幸せなら足ならそう

幸せなら足ならそう

幸せなら態度で

しめそうよ

ほら

みんなで足ならそう

1112

六甲おろし
作詞:佐藤惣之助

作曲：古関裕而

⑬⑭

高原列車は行く
岡本敦朗

⑬

⑭

車の窓から ハンケチ振れば

牧場の乙女が 花束なげる

明るい青空 白樺林

山越え谷超え はるばると

ララララ ララララララララ

高原列車はラララララ行くよ

峠を越えれば 夢みるような

五色のみずうみ とびかう小鳥

汽笛も二人の 幸せうたう

山越え谷超え はるばると

ララララ ララララララララ

高原列車は ラララララ行くよ

六甲おろしに 颯爽と

蒼天翔ける日輪の

青春の覇気うるわしく

輝く我が名ぞ

阪神タイガース

オゥオゥオゥオゥ

阪神タイガース

フレ フレ フレ フレ

闘志溌剌起つや今

熱血既に敵を衝く

獣王の意気高らかに

無敵の我等ぞ

阪神タイガース

オゥオゥオゥオゥ

阪神タイガース

フレ フレ フレ フレ
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変
わ
る
東
園
田
と

変
わ
ら
な
い
「助
け
合
う
」心

町
会
長

宮
崎
久
幹

お
祝
い
の
頁
を
借
り
て
、
東
園
田
町
会
の
社

会
環
境
と
活
動
方
針
を
ご
報
告
し
ま
す
。

私
た
ち
東
園
田
町
会
地
域
に
は
、
９
８
２
１

世
帯
、
1
万
７
３
５
９
人
が
住
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
会
員
の
高
齢
化
と
家
庭
で
の
次
世

代
へ
の
継
承
が
進
ま
ず
、
会
員
は
10
％
を
切
り
、

会
員
増
加
が
重
要
な
課
題
で
す
。

ま
た
、
来
年
3
月
の
新
藻
川
橋
の
開
通
に
よ

る
地
域
交
通
量
の
増
加
、
駅
前
道
路
・広
場
問

題
な
ど
、
「交
通
も
安
全
安
心
な
ま
ち
を
守
り
、

育
て
る
」た
め
に
、
変
わ
る
東
園
田
の
ま
ち
づ

く
り
へ
の
対
応
も
急
務
で
す
。

そ
し
て
、
迫
り
く
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
頻

発
す
る
自
然
災
害
か
ら
町
会
員
は
も
ち
ろ
ん
、

東
園
田
地
域
の
安
全
と
安
心
は
、
行
政
の
出

先
窓
口
が
な
い
こ
の
地
域
で
町
会
が
柱
と
な

り
、
地
域
を
守
る
体
制
作
り
も
必
要
で
す
。

こ
う
並
べ
る
と
課
題
ば
か
り
の
町
会
で
す
が
、

尼崎市認可地縁団体 東園田町会
〒661-0953 尼崎市東園田町四丁目94 東園田町総合会館2階

電話 06-6491-9303 FAX 06-6491-6909

ホームページは、裏表紙でご案内しています。

令和7年 2025年度の園田町会のご報告

私
た
ち
は
立
ち
向
か
い
、
逃
げ
は
し
ま
せ
ん
。

ま
ず
、
会
員
と
地
域
住
民
と
の
交
流
機
会
を

多
く
作
り
、
継
続
す
る
こ
と
で
、
「
新
し
い
ご
近

所
さ
ん
、
若
い
ご
近
所
さ
ん
と
声
を
掛
け
合
い
、

顔
見
知
り
に
な
り
、
互
い
に
助
け
合
う
心
の
つ

な
が
り
を
つ
く
る
」こ
と
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。

町
会
の
魅
力
は
「
互
い
に
助
け
合
う
、
心
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」だ
と
考
え
ま
す
。

「い
き
い
き
百
歳
体
操
」が
良
い
見
本
で
す
。

「な
ぜ
、
も
っ
と
活
発
に
新
会
員
を
募
集
し
て

く
れ
な
い
の
か
」と
問
う
潜
在
会
員
も
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
5
月
に
は
6
年
ぶ
り
の
「
そ
の
わ
ま

つ
り
」を
開
催
し
ま
し
た
。
夏
は
各
地
区
会
で

夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
を
実
施
。
11
月
は
、
総
合

会
館
を
会
場
と
し
た
「会
館
ま
つ
り
」で
す
。

災
害
避
難
体
験
会
（防
災
訓
練
）も
計
画
中
。

地
区
会
だ
け
で
な
く
、
各
部
も
落
語
会
、
講

演
会
、
講
習
会
な
ど
、
会
員
だ
け
で
な
く
地
域

住
民
に
も
交
流
機
会
を
広
げ
て
い
ま
す
。

元
気
で
、
楽
し
い
東
園
田
町
会
の
復
活
に
、

ぜ
ひ
先
達
の
皆
さ
ま
の
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
。

来期、2026年は町会７５周年です
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尼崎市認可地縁団体

東園田町会

３
丁
目
東
地
区
会

3
丁
目
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地
区
会

4

丁

目
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区

会

5

丁

目

地

区

会
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丁

目

地

区

会

8

丁

目

地

区

会

9

丁

目

地

区

会

Since 1951
７５年の継承と革新に、感謝。
そして、未来につなぐ。

お持ちのスマホで、町会のホームページへ。

町会や地域の活動や動き・話題が読めます。
左のQRコードを、スマホなどの「QRコード読み取

りアプリ」で撮影してください。

回覧や町会報の話題をより詳しく。そして載せれな

かったお話や最新の情報も発信しています。
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